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　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和57年２月１日現在）

世帯数　　48,949世帯（前月比88世帯増）

人　口　　155,481人（前月比227人増）

　　男　　77,700人

　　女　　77,781人

春の火災予防運動
２月28日～３月13日

み
ん
な
で
火
の
元
の
点
検
を

　
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、

春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
二
月
、
三

月
は
一
年
の
中
で
最
も
空
気
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
、
風
も
強
く
、

思
わ
ぬ
大
火
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
防
火
の
備
え
は
、
だ
れ

も
が
で
き
る
こ
と
。
い
の
ち
と
財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
元
の
点

検
に
っ
と
め
ま
し
よ
う
。

　
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の

火
災
は
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
が
、

宇
治
市
内
で
も
火
災
の
発
生
が
少

な
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
月
二
十
二

日
午
後
十
一
時
四
十
分
ご
ろ
、
大

久
保
町
の
府
営
西
大
久
保
団
地
の

四
階
部
分
か
ら
田
火
。
一
戸
が
全

焼
し
、
八
世
帯
が
避
難
す
る
火
災

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
。
横

島
町
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
や
工

場
な
ど
で
も
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。　　　■㎜　こ･ﾐ゛.　'..,'　　　？t ..4 '゛¨………゛:'゜:･'･

　　　　　　　　　　　　ヤ;ト･!'？ユ『
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火魔に備えての消火訓練（2月16日、〈株〉関西ヤマザキで）

　
こ
ク
し
た
中
で
、
二
月
二
十
八

日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
全
国
一

斉
に
尋
の
火
災
予
防
運
尹
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
季
節
は
、

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
火
災
の
発

生
率
が
上
が
り
、
ま
た
焼
死
者
も

多
く
出
た
り
し
ま
す
。
｀

　
そ
こ
で
、
市
消
防
本
部
で
は
、

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
市
内
の
家
庭

を
訪
問
し
て
防
火
診
断
夕
行
っ
て

い
ま
す
。
と
く
に
、
幼
児
や
老
人
、

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
緊

急
の
場
合
に
自
力
で
避
難
で
き
な

い
人
の
災
害
を
防
ぐ
方
法
な
ど
も

指
導
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
運
動
期
間
中
に

は
、
身
体
障
害
者
宅
へ
の
防
火
訪

問
や
危
険
物
運
搬
車
両
街
頭
検
査
、

防
火
管
理
者
研
究
会
、
起
震
車
に

よ
る
地
震
の
体
験
、
山
火
事
防
止

の
山
林
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り

　
宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ

ど
昭
和
五
十
六
年
中
（
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
）
の
火
炎
・
救
急
統

計
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
放
火
が
1
5
件
も

　
負
傷
者
は
減
少

　
昨
年
一
年
間
に
発
生
し
た
火
災

件
数
は
五
十
三
件
で
、
昨
年
に
比
’

べ
る
と
三
件
の
増
加
と
な
っ
て
い

季
］
。

　
市
で
は
、
市
制
術
忖
と
広
報
紙

　
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
発
行
三
十

周
年
を
記
念
し
て
、
「
宇
治
市
政
だ

よ
り
縮
刷
版
」
全
二
巻
を
刊
行
し

ま
す
。
こ
の
縮
刷
版
は
、
昭
和
二

料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
第
一
巻
は
、
昭
和
二
土
八
年
十

二
月
の
創
刊
号
か
ら
四
十
七
年
十

二
月
発
行
の
第
二
七
九
号
ま
で
を

収
録
。
第
二
巻
は
、
昭
和
四
十
八

　
〈
縮
刷
版
の
概
要
〉

▽
本
の
か
た
ち
・
：
Ａ
４
版
、
全
二

　
巻
、
上
製
本
、
箱
入
り
、
約
二

　
土
八
十
四
頁
。

▽
価
格
・
：
全
二
巻
一
万
円
。

市
制
施
行
・
市
政
だ
よ
り
発
行
3
0
周
年

　
「
市
政
だ
よ
り
縮
刷
版
」
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
部
を
限
定
販
売

土
八
年
十
二
月
一
日
の
創
刊
以
来
、

三
十
年
目
に
あ
た
る
昭
和
五
十
六

年
十
二
月
一
日
号
ま
で
を
収
録
し

て
い
ま
す
。
宇
治
市
が
歩
ん
で
き

た
歴
史
を
知
る
の
に
、
貴
重
な
資

年
一
月
発
行
の
第
二
八
〇
号
か
ら

五
土
〈
年
十
二
月
励
行
の
第
五
七

七
号
ま
で
収
録
。
な
お
、
カ
ラ
ー

版
で
発
行
し
た
も
の
は
原
色
で
収

め
て
あ
り
ま
ず
。

　
二
月
二
十
三

日
か
ら
五
十
部

を
限
定
販
売
し

ま
す
の
で
、
希

望
の
人
は
市
役

所
文
書
広
報
課

‘

へ
お
越
し
こ
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

便
や
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
（
写
真
は
、
エ
ン
ジ
色
の
布
ク
ロ

ス
に
金
文
字
の
（
市
政
だ
よ
り
縮

刷
Ｆ
）

29

組
み
ま
す
。

　
　
〈
防
火
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
〉

マ
幼
児
や
老
人
、
か
ら
だ
の
不
自

　
由
な
人
に
一
人
で
留
守
番
を
さ

　
せ
な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
た
ぱ
こ
の
吸
い
が
ら
は
確
実
に

　
消
し
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

▽
火
遊
び
防
止
の
た
め
、
子
μ
石

　
の
目
や
手
の
届
く
所
に
、
マ
ッ

　
チ
、
ラ
イ
タ
１
か
毀
か
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
家
庭
の
中
、
家
の
周
囲
は
整
理

　
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
前
、
寝
る
前
に
は
必
ず
も

　
う
一
度
火
の
元
の
点
検
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

多
か
っ
た
建
物
火
災

5
6
年
中
の
火
災
・
救
急
統
計

　
火
災
の
約
七
一
回
の
三
十
九
件

が
建
物
火
災
で
過
去
五
年
間
の
最

高
と
な
っ
て
お
り
、
焼
損
面
積
は

五
九
七
平
方
‥
七
す
。

　
建
物
火
災
の
種
別
を
み
る
と
、

約
半
数
の
十
八
件
が
庄
宅
で
す
。

や
は
り
。
日
常
牛
居
で
火
か
便
う

懲
お
多
い
建
物
が
、
火
災
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
被
害
の
面
で
は
、
火
災
に
よ
る

死
者
は
一
人
。
負
傷
者
は
昨
年
よ

り
十
一
人
減
っ
て
、
七
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
は
、
今
年
も
放
火

　
（
疑
い
含
む
）
が
最
も
多
く
十
五

件
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
か
け
忘
れ
が
八
件
。

マ
″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
の
火
遊
び

が
四
件
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
風
呂

の
空
だ
き
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
件
。

他
で
は
、
電
気
炊
飯
器
や
電
気
毛

布
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
電

気
器
具
の
故
障
な
ど
に
よ
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
月
別
の
火
災
発
生
で
は

二
月
と
十
二
月
が
七
件
ず
つ
で
一

番
多
く
、
つ
づ
い
て
四
月
い
七
月
、

八
月
の
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
え
る
交
通
事
故

　
無
理
せ
ず
運
動
を

　
救
急
出
動
件
数
は
二
千
四
百
七

土
ハ
件
で
、
咋
年
と
比
較
し
て
二

十
五
件
の
減
少
。
出
動
し
た
内
容

で
は
、
急
病
が
千
百
一
件
で
一
番

多
く
、
次
に
交
通
事
畝
が
六
百
七

十
七
件
、
一
般
負
傷
が
二
百
九
十

八
件
な
ど
と
な
っ
て
い
未
丁
。
急

病
や
一
般
負
傷
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
交
通
事
畝
は
昨
年
に

比
べ
て
五
十
五
件
も
増
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
客
恚
機
会

の
増
加
に
と
も
な
い
、
運
動
競
技

に
よ
る
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く

な
っ
て
屡
季
か
、
む
し
う
穴
災

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
も
、
火
気
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
気
や
ヶ

が
な
ど
を
し
な
い
ふ
つ
に
、
体
を

大
切
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
は
市
役
所
向
か
い

側
に
休
日
急
病
診
療
所
を
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
日
曜
日
や
祝
日
に

病
気
に
な
っ
た
と
き
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

１人で悩まず相談を

新人権擁護委員に北

川さん

　
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
ｍ
ｉ
た
人
権
擁
護
委
員
が
十
人

お
ら
れ
ふ
チ
。
こ
の
ほ
ど
、
伊
勢

田
町
の
北
川
稔
さ
ん
が
新
し
ぐ
人

人権擁護委員（敬称略）
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権
擁
護
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
は
、
人

間
関
係
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
る
人
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
円
満
で
豊
か

な
人
間
関
係
を
守
り
、
築
く
た
め

の
助
言
者
で
す
。
そ
し
て
、
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
重
要
な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
職
務
は

自
由
・
人
権
思
想
に
関
す
る
啓
も

－ ・・ － －－ ・・ － － 一 一 ・ －－ － － ・－ － － ・ － ・ － － － ・ －

う
・
宣
伝
を
す
る
こ
と
、
民
間
で

人
権
擁
護
運
動
か
援
助
し
育
て
る

こ
と
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者

救
済
の
た
め
の
調
査
・
情
報
収
集

・
法
務
大
臣
へ
の
報
告
・
関
係
機

関
へ
の
勧
告
な
戸
適
切
な
処
理
を

講
ず
る
こ
と
、
貧
困
者
に
訴
訟
援

助
な
芦
沢
権
擁
護
の
適
切
な
救
済

方
法
を
講
ず
る
こ
と
、
そ
の
他
人

権
の
擁
護
に
努
力
す
る
こ
と
な
ど

で
す
。
も
し
、
差
別
、
名
誉
棄
損
、

金
銭
貸
借
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど

で
困
つ
て
い
今
人
は
、
問
題
解
決

の
た
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
料

ｐ
秘
密
は
厳
守
さ
れ
求
了
。
相
談

日
は
毎
月
第
一
木
曜
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
、
場
所
は

市
民
会
館
第
二
会
議
室
で
す
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅

や
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
只
Ｔ
１
２
２
）
で
も
相
談
で
き

ま
ず
。

防
火
診
断
や
指
導
を
強
化
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第
2
0
回
宇
治
市
民
音
楽
会

練習の成果を発表 第20回宇治市民音楽会が、14日宇

治市公民館3階大会議室で開かれ、31団体約900人の出演者

が合奏、合唱の部で日頃の練習の成果を発表しました｡(写真

は、新しく参加したチョソン音楽同好会のみなさんの合Bi)

消
　
費
　
者

コ
ー
ナ
ー

　
最
近
の
食
生
活
の
大
き
な
変

化
の
一
つ
は
、
な
る
べ
ぐ
手
を

か
け
な
い
で
食
べ
β
交
餐
品

の
著
し
い
伸
び
で
す
。
と
く
に
、

洋
風
食
品
・
加
工
品
の
ｔ
笈
の

中
で
、
私
た
ち
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は

食
肉
加
工
品
の
知
識
夕
深
め
る
。

た
め
、
ハ
ム
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

は
現
在
六
品
種
二
十
五
種
類
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
、
特
殊
な
も

の
に
つ
い
て
は
ま
だ
規
格
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
般
に
市
販
さ

れ
て
い
る
ハ
ム
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
七
〇
％
程
度
に
了
‐
ク
が
つ

い
て
い
未
了
。

　
〈
添
加
物
と
問
題
点
〉

　
ハ
ム
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
味
を

よ
く
す
る
た
め
、
調
味
料
、
香

辛
料
が
原
料
段
階
で
加
え
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
肉
の
鮮
紅
色
を

保
つ
た
め
発
色
剤
と
し
て
硝
酸

カ
リ
ウ
ム
、
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ

消費生活モニター研究

Cｸﾞﾙｰﾌﾟ
－ － 皿 ㎜ 皿 ㎜ － － Ｗ ｉ － － － － ㎜ － － － ｉ 皿 － ㎜ －

－ Ｗ ㎜ ・ 皿 Ｗ － － － ｌ －

（表I）ハム･ソーセージの賞味期間

ム
が
加
え
β
祭
チ
。

　
亜
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
菌
（
食
中
毒
の
病
原
菌
）

に
対
す
る
抗
菌
作
用
が
あ
る
反

面
、
魚
肉
・
魚
介
類
に
含
ま
れ

る
ア
ミ
ン
系
化
合
物
と
反
応
し

て
、
ニ
ト
ロ
ソ
ア
ミ
ン
と
い
う

発
ガ
ン
性
物
質
が
生
じ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
未
了
。
又
、
結
着

剤
と
し
て
襲
わ
れ
る
リ
ン
酸
塩

まだの人は
　　早めに

市・府民税の申告受付中

　
市
・
府
民
税
の
申
告
の
受
け
付

け
が
始
ま
っ
て
い
ま
ｆ
ｙ
。

　
こ
の
申
告
は
、
三
月
十
五
日
ま

で
市
役
所
市
民
税
課
で
受
け
付
け

て
い
毒
了
。
期
間
中
は
土
曜
日
も

午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
ま
で
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

税
務
署
へ
提
出
さ
れ
た
人
は
、
事

業
税
や
市
・
府
民
税
の
申
告
は
い

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
各
所
で

は
肉
の
脂
肪
、
た
ん
ぱ
ぐ
質
、

水
分
の
粒
子
を
結
着
さ
せ
、
そ

の
上
に
保
水
性
を
高
め
る
た

め
用
い
ら
元
ま
す
が
、
反
面
、

動
物
実
験
で
リ
ン
は
骨
を
'
i
5
＞
０

く
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
ｙ
。
そ
の
他
、
着
色
料
、
合

成
保
存
料
が
使
用
さ
れ
ま
す
が
、

最
近
は
消
費
者
の
意
向
を
受
け
、

使
用
夕
控
え
た
り
使
用
し
な
い

出
張
受
付
も
し
未
丁
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
〈
申
告
の
出
張
受
付
〉

▼
２
月
2
4
日
叩
：
小
倉
公
民
館
、

京
都
銀
行
六
地
蔵
支
店
V
2
5
日
田

・
：
伊
勢
田
公
民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公

民
分
館
V
2
6
日
金
・
：
広
野
公
民
分

館
、
西
小
倉
集
会
所
Ｖ
３
月
１
日

㈲
…
西
大
久
保
集
会
所
、
開
公
民

分
館
Ｖ
２
日
肉
・
：
六
地
蔵
公
会
堂
、

木
幡
公
民
館
▼
３
日
團
・
・
・
東
宇
治

消
防
分
署
、
旦
椋
公
会
堂
▼
４
日

田
・
＝
西
岡
屋
会
館
。
太
陽
神
戸
銀

行
宇
治
支
店
。
受
付
時
間
は
、
い

づ
れ
も
午
前
1
0
時
～
1
2
時
、
午
後

１
時
～
４
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し

太
陽
神
戸
銀
行
は
午
後
３
時
ま
で

で
す
。
　
　
　
　
吊
民
税
課
）

　
　
確
定
申
告
は

　
　
　
宇
治
税
務
署
へ

　
ま
た
、
確
定
里
笛
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
や
、
医
療
費
。
住

宅
取
得
な
ど
の
控
除
夕
受
け
る
人

は
、
宇
治
税
務
署
（
豊
0
4
1
4

1
）
へ
申
告
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
早
治
税
務
署
）

く
ら
れ
る
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
や
脂
肪
酸

衆
盲
Ｉ
Ｉ
Ｊ
含
み
、
又
ビ
タ
ミ
ン

類
、
無
機
質
濫
彗
量
含
有
し

て
い
る
の
で
、
野
菜
類
と
い
っ

し
ょ
に
食
べ
れ
ば
、
き
り
め
て

栄
養
価
の
高
い
食
品
と
い
う
こ

と
が
で
き
未
了
。
（
表
②
）

　
〈
流
通
ル
ー
ト
〉

　
他
の
食
料
品
の
販
売
ル
ー
ト

確
か
め
よ
う
賞
味
期
間

品　種名 　賞味期間(保存温度10-C以下)

ロースハム・
　　　ボンレスハム 40～50日

プ　レ　ス　ノゝ　ム 30 - 45日
ソ　ー　セ　ー　ジ
(気密性ヶ－ジンク) 30~45日
通気性ケーシング詰
ソ　ー　セ　ー　ジ 15 - 20日

真空包装スライス製品 20 - 25日

ベ　ー　コ　ン 40 - 50日

サラミソーセージ 90～120日

製
品
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
〈
賞
味
期
間
〉

　
品
名
、
原
材
料
名
、
内
容
量
。

製
造
年
月
日
、
製
造
者
の
表
示

は
法
的
に
義
務
づ
け
β
れ
て
い

ま
す
が
、
業
界
で
は
自
主
的
に
、

賞
味
期
間
（
製
品
固
有
の
お
い

し
さ
を
保
っ
て
い
る
期
間
）
を

表
示
し
て
い
車
ｙ
。
（
表
①
）

　
〈
栄
養
価
値
〉

　
各
種
の
食
肉
ど
豚
脂
か
ら
つ

と
異
な
り
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
メ
よ

店
へ
卸
さ
れ
消
費
者
に
売
ら
れ

る
と
い
う
「
消
費
者
直
結
型
」

と
な
っ
て
ぃ
ま
ず
。

　
〈
選
び
方
・
買
い
方
〉

Ｏ
設
備
が
整
い
、
衛
生
管
理
の

　
行
き
届
い
た
店
で
買
う
こ
と
。

Ｏ
一
本
買
い
の
握
－
、
包
装
・

　
表
示
が
完
全
か
。
傷
や
汚
れ

　
が
な
い
か
、
押
し
て
み
て
弾

催
し

　
名
作
映
画
鑑
賞
会

　
公
民
館
で
は
、
宇
治
映
画
同
好

会
と
共
催
で
、
名
作
映
画
鑑
賞
心
一

を
開
き
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
２
月
2
7
日

出
＝
午
後
７
時
～
１
時
半
、
木
幡

公
民
館
。
2
8
日
㈲
＝
午
前
1
0
時
～

Ｈ
時
半
、
小
倉
公
民
館
、
2
8
日
佃

＝
午
後
１
時
～
３
時
半
、
宇
治
市

公
民
館
▼
上
映
作
品
…
「
真
昼
の

決
闘
」
（
白
黒
）
字
幕
ス
ー
パ
ー
、

一
九
五
二
年
の
作
品
。
主
演
＝
ゲ

イ
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
グ
レ
ー
ス

・
ケ
リ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
　
春
の
料
理
教
室

　
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
は
、

手
軽
な
節
句
料
理
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
春
の
料
理
教
室
を

（表2）ハム・ソーセージの栄養価値

　第９回宇治市社会教育研究集会が、今日

２月21日、宇治市公民館（市民会館）で開

催されます。市民のみなさんの幅広いご参

加をお願いします。

開
孝
柔
ｙ
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
6
日
吻
、
2
7
日

出
、
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
か
ら
Ｖ

と
こ
ろ
・
：
京
都
府
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
講
師
…
料
理
研
究
家

の
星
野
美
智
子
さ
ん
Ｖ
費
用
…
材

料
費
千
円
▼
定
員
・
：
い
ず
れ
も
3
6

人
（
先
着
順
）
ｙ
申
込
み
・
：
料
理

教
室
開
催
日
を
１
日
選
び
、
材
料

費
千
円
奎
添
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　カ
　ロ
　リ

　I

(Cal)

水

分

(9)

た
ん
ぱ
く質
(≫)

脂

肪

(9)

灰

分

(9)

カ
ル
シ
ウム
(り)

リ

ン

阿)

鉄

(㎎)

ビタミン

　A

（IU）

Bi

(『)

B2

(弓)

ベーコン 648 22.615.5 69.22.7 ５ 140 - - 0.1 1.13

ロ　ー　ス

／ゝ　　ム 280 56.718.622.22.5 ８ 130 0.9 - 0.480.05

プ　レ　ス

ノゝ　　ム 165 68.816.110.74.4 ７ 210 2.6 ○ 0.850.17

ポ　ー　クソーセージ 319 55.212.429.51.9 15 170 1.6 10 0.150.03

ウインナーソーセージ 28856.816.724.02.5 15 140 1.9 15 0.170.09

サ　ラ　ミソーセージ 42430.532.131.85.6 18 3a〕7.0 ０ 0.040.05

レ　バ　ーベースト 23957.416.315.43.0 51 290 6.5 ○ 0.090.90

　
力
が
あ
る
か
確
認
す
る
こ
と
。

Ｏ
ス
ラ
イ
ス
製
品
で
は
、
切
断

　
面
が
淡
紅
色
で
気
孔
が
な
ぐ
、

　
新
鮮
な
感
じ
の
も
の
か
選
ぷ
。

　
最
後
に
、
消
費
者
と
し
て
の

留
意
点
は
、
品
質
表
示
、
賞
味

　
こ
の
研
究
集
会
は
、
「
邪
達

段
階
夕
ぷ
ま
え
て
、
青
少
年

の
生
き
が
い
を
培
ヶ
社
会
教

育
は
ど
７
あ
る
べ
参
？
を

基
本
テ
ー
マ
に
開
か
れ
乖
ｙ
。

　
集
会
は
午
前
十
一
時
半
か

ら
始
ま
り
、
宇
治
市
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
会
長
笠
嶋

教
瑞
さ
ん
の
「
青
少
年
の
生

き
が
い
を
培
ラ
社
会
教
育
の

諸
問
題
」
に
つ
い
て
の
講
演
、

市
青
少
年
対
策
室
の
若
山
指

導
主
事
の
「
幼
・
小
・
中
の

現
状
報
告
」
が
あ
り
ま
す
。

募
集

　
老
人
家
庭
奉
仕
員

　
市
で
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
を

・
募
集
し
て
い
未
丁
。

　
Ｖ
対
象
・
：
昭
和
1
7
年
４
月
２
日

か
ら
2
2
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
老
人
福
祉
に
深
い
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
女
子
Ｖ
募
集

人
数
…
若
干
名
（
面
接
選
考
の
う

え
決
定
）
▼
申
込
み
…
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最

近
３
ヵ
月
以
内
の
写
真
夕
添
付
し

て
、
２
月
2
7
日
ま
で
に
福
祉
課
老

人
福
祉
係
ま
で
。

　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
付
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

案
内

期
間
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
は
つ
い

て
い
る
か
な
べ
十
分
調
べ
て

か
ら
買
う
こ
と
。
家
庭
で
の
保

存
に
も
気
を
つ
け
、
せ
っ
か
く

の
風
味
夕
失
わ
な
い
ぷ
つ
に
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
年
金
相
談

　
何
歳
か
ら
、
芦
兄
な
手
続
き
で
、

戸
λ
な
年
金
が
も
ら
凡
る
の
か
‐

市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に

お
答
え
す
る
年
金
相
談
を
開
き
ま

す
。

　
自
分
の
年
金
に
つ
い
て
疑
問
や

不
安
の
あ
る
人
、
ま
だ
国
民
年
金

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
、
加
入

し
て
い
て
も
保
険
料
か
納
め
て
い
。

な
い
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
一
月
か
ら
外
国
人

　
つ
づ
い
て
、
「
幼
少
期
に
お

け
る
家
庭
教
育
は
ど
ラ
あ
る

で
系
」
、
「
少
年
期
に
お
け

る
地
域
活
動
は
ど
７
あ
る
べ

き
か
」
、
「
青
年
前
期
に
お
け

る
社
心
一
参
加
＊
Ａ
＞
C
＾
進
め
る

か
」
、
「
障
害
を
も
つ
青
少
年

の
生
改
伏
￥
と
７
培
ラ
か
」

の
各
分
科
会
で
研
究
討
議
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
幅
広
い
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

の
人
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る

ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

年金相談日程

月　日 会　　場’ 時間

2月22日 ニチイ大久保店
( 1 ft案内所前）

いずれも
lftOO-ll∽

13:∽-16:∽2月23日 西友ストアー関西宇冶店

2月24日
御蔵山集会所 9:30-11:30

東宇治消防分署
(2 隋会mm.）

13:3O-16;0O

2月25日 木幡公民館(京阪木幡駅西南)
li3O－16;倒

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
　
　
　
　
◇

　
交
通
遺
児
激
励
金

　
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
な
ど

を
な
く
し
た
子
芦
石
た
ち
の
健
全

な
育
成
の
た
め
、
交
通
遺
児
激
励

金
か
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
▼
内
容
・
：
小
学
校
入
学
時
＝
五

千
円
、
中
学
校
入
学
時
＝
一
万
円
、

中
学
校
卒
業
時
三
万
五
千
円
▼

申
請
…
３
月
６
日
ま
で
に
市
役
所

交
通
労
政
課
へ
。

　
な
お
。
ま
だ
交
通
遺
児
見
舞
金

の
支
給
か
尋
ほ
て
い
な
い
中
学
生

以
下
の
人
は
、
申
請
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
　
　
　
　
◇

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
現
在

で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
調
整
Ｌ
蛋
に
だ
の
で
、
関
係
者

は
縦
覧
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
Ｖ
縦
覧
期
間
…
２
月
2
3
日
図
～

３
月
９
日
出
、
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
）
▼
縦
覧
場
所
…
選
挙
管
理
委

具
拿
務
局
（
市
役
所
３
階
）
。

　
こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
登
録

漏
れ
か
予
防
し
、
正
確
な
選
挙
人

名
簿
と
ず
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
選
挙
人
名
簿
に
漏
れ
、

ま
た
は
誤
昨
］
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
該
当
す
る
選
挙
人
は
、

盤
″
期
間
内
に
文
書
で
選
挙
管
理

委
員
会
に
異
議
を
甲
し
出
る
事
が

で
き
示
す
。

　
こ
の
期
間
奪
ふ
Ｉ
キ
と
、
申

し
出
が
あ
っ
て
叙
当
Ｔ
八
名
簿
に

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
ぐ
な
り

求
ゐ
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
　
　
　
　
◇

　
た
ば
こ
は

　
市
内
で
買
い
ま
し
よ
う

　
宇
治
市
内
で
た
ば
こ
を
買
っ
た

握
Ｒ
た
ば
こ
消
費
税
が
市
の
収

入
と
な
り
ま
ず
。

　
収
入
額
は
、
昭
和
5
6
年
度
で
は

１
箱
（
2
0
本
入
）
当
ひ
約
3
0
円
で

こ
の
貴
重
な
財
源
は
公
共
施
設
や

福
祉
事
業
の
推
進
な
べ
市
民
生

活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
、
市
内
で
買
い
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

　
　
　
　
　
◇

　
今
月
は

　
　
固
定
資
産
税
の
納
期
月

　
２
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
国
税
第
４
期
分
の
納
期
月
で
す
。

　
お
忘
れ
な
ぐ
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
か
納
税
課
で
お
納
め
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
（
納
税
課
）

Ｆ
は
」

訂
正

二
月
一
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り
四

面
の
「
し
尿
収
集
日
程
表
」
の
中

で
、
北
山
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
団
地
、

中
央
台
、
西
山
（
国
道
以
西
）
、
神

楽
田
（
山
中
含
む
）
の
収
集
日
が

二
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
と
な

っ
て
い
求
ふ
、
二
月
二
日
と
二

十
三
日
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
わ
び
い
た
し
康
ｆ
。
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